
 

平成 30年 10月 30日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 電 算 

代 表 者 名 代表取締役社長 轟  一 太 

（コード番号：3640 東証一部） 

問 合 せ 先 取締役管理本部長 丸 山 沢 水 

（ TEL. 026-224-6666 ） 

 

剰余金の配当（中間配当）に関するお知らせ 
 

当社は平成 30 年 10 月 30 日開催の取締役会において、下記のとおり平成 30 年 9 月 30 日を基準日と

する剰余金の配当（中間配当）を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．剰余金の配当 

(1) 配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 
前期実績 

(平成 30 年３月期中間) 

基 準 日 平成 30年 9月 30日 同左 平成 29年９月 30日 

1株当たり配当金 17円 00銭 同左 17円 00銭 

配当金総額 94,493千円 ― 94,271千円 

効力発生日 平成 30年 12月４日 ― 平成 29年 12月４日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

(2) 配当の理由 

当社は株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題のひとつに位置付けたうえで、経営体質の

強化と積極的な事業展開に必要な内部留保の確保及び毎期の業績に基づき配当政策を実施するこ

とを基本方針としております。この基本方針に基づき、当社の財政状態及び今後の業績見込みを

総合的に勘案して、剰余金の配当（中間配当）を 1株当たり 17円 00銭といたしました。 

 

【ご参考】 

 １株当たり配当金（円） 

基  準  日 第２四半期末 期 末 合 計 

配 当 予 想  18円 00銭 35円 00銭 

当 期 実 績 17円 00銭   

前期実績 

(平成 30年３月期) 
17円 00銭 18円 00銭 35円 00銭 

 

以上 


